
2023年（令和5年）
長　　野　　EJ　　亭罷
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連
携
す
る
大
切
さ
学
ぶ

諏
訪
市
ゼ
ロ
カ
ー
ず
／
シ
テ
ィ
推
進
室

職
員
対
象
に
S
D
G
S
研
修
会

諏
訪
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

推
進
室
は
5
日
、
市
職
員
を
対
象

に
し
た
S
D
G
S
（
持
続
可
能
は

開
発
目
標
）
研
修
会
を
市
役
所
で

事
業
実
現
に
向
け
て
活
発
に
意
見
を
交
わ
す
諏
訪
市
職
員
た
ち

開
い
た
。
若
手
職
員
を
中
心
に
約

4
0
人
が
参
加
し
、
ま
ち
づ
く
り
を

疑
似
体
験
で
き
る
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム

「
S
D
G
S
で
地
方
瀾
生
ゲ
ー

ム
」
に
取
り
組
み
、
多
様
な
人
と

連
携
す
る
大
切
さ
を
学
ん
だ
。

4
月
に
新
設
さ
れ
た
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
推
進
室
が
初
め
て
企

画
し
た
。
諏
訪
湖
で
カ
ヤ
ッ
ク
体

験
を
提
儲
す
る
ア
ポ
ル
タ
合
同
会

社
（
同
市
）
の
井
川
竜
太
代
表
を

講
師
に
迎
え
、
表
市
民
や
商
店

主
、
ま
ち
工
場
経
営
者
、
観
光
事

業
者
、
N
P
O
、
行
政
職
員
な
ど

に
分
か
れ
、
お
金
と
資
源
を
や
り

と
り
し
な
が
ら
、
事
業
の
実
現
と

ま
ち
の
活
性
化
に
取
り
組
む
カ
ー

ド
ゲ
ー
ム
を
体
験
し
た
。

ゲ
ー
ム
を
進
め
て
い
く
と
、
お

金
や
人
材
が
足
り
な
か
っ
た
り
、

ま
ち
全
体
の
人
口
や
経
済
、
環

境
、
暮
ら
し
が
基
準
に
達
し
て
い

な
か
っ
た
り
し
て
、
事
業
化
で
き

な
い
場
面
も
あ
っ
た
。
参
加
者
た

ち
は
ま
ち
全
体
の
活
力
を
意
識
し

な
が
ら
、
他
の
グ
ル
ー
プ
と
積
極

的
に
交
渉
し
、
事
業
を
実
現
す
る

手
法
を
活
発
に
話
し
合
っ
た
。

一
般
市
民
と
し
て
教
育
事
業
の

達
成
を
目
指
し
た
水
道
局
施
設
課

上
水
道
係
主
任
の
井
上
達
也
さ
ん

（
挙
は
「
人
と
お
金
を
集
め
る
の

が
大
変
で
、
行
政
の
力
の
大
切
さ

を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
」
と
話
し

た
。
同
推
進
室
は
「
S
D
G
S
も

那
加
崇
鮎
錆
㌍

広
い
視
野
を
身
に
付
け
、
職
鼻
力

を
高
め
て
ほ
し
い
」
と
願
っ
て
い


